
石炭ガス化複合発電

1 ま え が 書

石炭は原子力とともに石油代替エネ，＇レギーの柱
として見直されており，今後主要な発電用燃料と
して利用の拡大が見込まれている。当面は微粉炭
火力が主流となろうが，効率の点で技術的限界に
近づいているので，石炭をガス化してガスクービ
ンの燃料とし，これと蒸気クービンを組合せるこ
とにより高効率化と経済性の向上を計る石炭ガス
化複合発電方式について，広く内外で研究開発が
進められている。

2 システムの概璽

本システムは第1図に示すように石炭ガス化，
燃料ガス精製，複合発電の各プロセスから構成さ
れ，それぞれの技術が確立し統合されてはじめて
高効率化，信頼性，経済性が満足される。
{1)石炭ガス化技術

石炭のガス化は高温で石炭をガス化剤（空気ま
たは酸素と水蒸気）と反応させて，水素，一酸化
炭素，メクンなどを有効成分とする燃料ガスを生
成するもので，ガス化反応に必要な熱は石炭の部
分燃焼によって供給される。

生成ガスはガス化剤の違いなどによって，低．
中・高カロリーガス
に分類されるが，発
電用としてはガス化 固定床
の効率が高い低カロ

総合技術研究所

〇ガスクービン
空気

第1園石巖ガス化攘合発電システム系統図

ら問題が多く，流動床と噴流床が発電用ガス化炉
として研究開発対象となっている。

またガス化炉の炉内圧力によって常圧式と加圧
式があるが，ガスクービン燃料として使用するた
め加圧式の方が効率上で有利な点がある。
(2) 燃料ガス精製技術

石炭ガス化炉で生成する燃料ガス中には硫化水
素を主成分とするいおう化合物や粉じんなどか含
まれており，これらは環境面，ガスクービンの保
護の点で相当厳密に除去する必要がある。精製法
には湿式法と乾式法があり涅式法は既成技術であ
るが，乾式法と比べて発電効率が数％低下すると

第1表石炭ガス化炉の型式
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